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あらいあらいあらいあらい絹世絹世絹世絹世ププププロフィールロフィールロフィールロフィール    
●昭和 43年 3月 8日 横浜市磯子区生まれ 

●横浜雙葉小・中 / 高等学校卒業 

●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業 

●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン  

●現在、あらい敏二郎県議会議員秘書 

●ホノルルマラソン / 東京マラソン 完走 

●自民党かながわ政治大学 12期生 

県政を 

身近に 

あらい絹世の 

建国記念の日 

国民の祝日に関する法律で国民の祝日は例えば、成人の日：一月の第二月曜日、昭和の日：４月２

９日、と言ったように定めがありますが、建国記念の日は、何月何日と日付を定めず政令で定める日

となっています。「建国記念日」ではなく「建国記念の日」なのは、日本の起源が正確に分かってい

ないため、建国された日とは関係なく建国されたことを記念する日だからという考えによるもので

す。世界価値観調査で日本人として誇りを感じるかを調べたところ、６１％の人が誇りを感じていま

すが、世界を見てみるとアメリカ人は９１．９％、イギリス：９１．７％、韓国：８８．６％、中国：

７７．４％もの人が自国に対して誇りを感じています。もっと自国に対して誇りを持つためにも建国

記念の日に、日本の歴史について学ぶのも良いかもしれません。 

２月１１日は「建国記念の日」です。「建国記念の日」は「建国をし

のび、国を愛する心を養う」国民の祝日で、１９６６(昭和４１)年か

ら国民の祝日になりました。戦前２月１１日は日本書紀で神武天皇が

即位された日とする紀元節という祝日でした。戦後、この紀元節は廃

止されました。 
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非常に誇りを感じる

かなり誇りを感じる

あまり誇りを感じない

全く誇りを感じない

日本人であることに誇りを感じる程度（世界価値観調査 2005 年より） 
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時節の川柳大募集 先月のお題は「豆まき」 
沢山のご投稿有り難う 
ございます 

貴方の川柳を次号「あらい絹世の磯っ子 

レポート」に掲載します。 

・匿名、イニシャルで結構です。   

・お住まいの町名、差し支えなければお名前を

お書き下さい。 

・お申し込みは FAX で 

（締め切りは 2月 27 日です） 

・残念ながら賞金・賞品の提供はございません。 

次回次回次回次回のののの    

おおおお題題題題はははは    「ひな祭」 
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 日本は少子高齢化です。団塊の世代が６５歳以上となる２０１５年には、高齢化率は２６％になります。 

近頃「人生８掛け時代」と言われています。実年齢の８掛けが心身年齢と言われ、例えば、実年齢が

６０歳だと４８歳、４２歳だと３４歳が心身の年齢になります。ＷＨＯの定義では６５歳以上を高齢者と定

めていますが、８掛けで考えると６５歳の方は心身の年齢は５２歳なので、体力的にもまだまだお元気な

ので高齢者と呼ぶには違和感があります。 

平均寿命が８０歳を越えた今、６０歳で定年を迎えても２０年間第二の人生を過ごすことになります。８

掛けで考えると４８歳で第二の人生を迎えることになります。内閣府が全国の６０歳以上の方に調査を

行ったところ地域の困っている高齢者の家庭に対して、手助けをしたいと考えている人は約８割もいま

す。７０歳まで働き続ける、高齢者がボランティアとして地域コミュニティに貢献出来るなど年齢に関係な

く経験や力を地域で生かす仕組みづくりが必要です。 

高齢者がいかに社会とかかわりをもてるか、いかに生きがいのある毎日を過ごせるかを考えていく必

要があります。 

高齢化社会ついて 
あらい絹世はこう考えます 

あらい絹世後援会「成田詣・新春のつどい」に 

多 く の 方 に ご 参 加 頂 き 

有り難うございました。 


